
1

導体の電位と電荷の関係
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平行平板コンデンサー
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平板の寸法に比べ、平板の間隔dが十分小さければ、平板の外部に
漏れ出す電場の大きさは、平板内の電場の大きさに比べ無視できる。
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電流と電荷の関係 より、
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第１章レポート問題４

①孤立した半径aの導体球の電気容量Cを求
めよ。また、この導体球の半径を1mとして、
この導体球に１Cの電荷を帯電させるため
に必要な電池の電圧を求めよ。

②電荷Q0が帯電した静電容量Cのコンデン
サーを時刻t=0に抵抗Rを介して放電する。
後の時刻tにおけるコンデンサーの電荷量
Q(t)を求め、グラフ化せよ。
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静電エネルギー
ある電荷分布を作り上げるのに必要なエネルギーを、その
電荷分布の静電エネルギーと呼ぶ。
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電荷q1, q2, …が位置riに作る電位は、一般的に

コンデンサーの静電エネルギー①
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コンデンサーの静電エネルギー②
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第１章レポート問題５

半径aの導体球の表面に一様に電荷Qが帯電している。
この導体の静電エネルギーを
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の2通りで計算し，一致することを確認せよ。

①

②

原子核の静電エネルギー
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Z:原子番号
A:質量数

41H → 4He + 2e + 25 MeV

235U + n → 91Sr + 143Xe + 2n + 200 MeV


